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１）はじめに 
 先日の「上海社会科学院」との学術交流後、盧漢龍副院長らの案内で浦東新区の「松下テレ
ビ」や長寧区の高級住宅地など、中国を象徴する「上海の躍動」のもう一つの側面を見て歩く
ことができた。その車中で隣に座った王国敏さんと「観光地図」を交換することとした。私が
持っていたのは、「中国国家観光局」の作成（東京事務所で入手・無料）にかかり、王さんの地
図は「上海市測絵会 編制」の「上海旅遊休閑地図」であり、定価は 5元と記されていた。 
 それぞれに利点があるものの、王さんのお陰で、現在私がもっている「地図」には、索引付
きの「名人故居」の欄があり、しかもわれわれが今回宿泊した「上海賓館」の近くにも数多い
故居を発見したのである。私なりに、関心・興味ある人物を列挙すれば、毛沢東寓所・蔡元培
故居・李鴻章私宅・盛宣懐宅邸・袁世凱旧宅・蒋介石故居・何応欽住宅・宋慶齢故居・孔祥熙
住宅・孫中山故居・周恩来寓所・張学良寓所などで、見学出来なかったのが悔やまれるが、「魯
迅公園」の魯迅墓所を参詣できたことで断念するしかない。今回も儀我先生から、「張学良」関
係資料のコピイを頂戴できたが、考えてみれば、アヘン戦争・南京条約の結果「開港」を強い
られた中国の中心部たるが故の歴史的遺産とも考えられよう。 
 それで、この「故居・住宅・宅邸・寓所」など、その時々の政治的かつ歴史的事情を背後に
秘めた「建造物」とも考えられるが、それはそれとして、広く日中交流の意味をこめて、上海
での姿を追ってみよう（因みに、19 日の「学術交流報告」のうち、福島報告について、私は横
浜開港資料記念館編『横浜と上海』（1995 年刊）を念頭におきつつ、「川崎ウオ－ターフロント」
には、横浜「ミナト未来 21」地区は含まれるか質問した、問題意識と連なっているのかもしれ
ない）。 
 
２）若き芥川龍之介と李人傑との会見 
 横道にそれるかも知れないが、「中国共産党第一回代表大会開催地」は著名でるが、私は未だ
見学していない。旧番地で言えば「フランス租界望志路（Rue Wantz）106 号」、現在の廬湾区
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興業路 76 号にあるといわれるが、興味あることに、芥川竜之介が 29 歳の大正 10 年 4月「大阪
毎日新聞海外視察員」として、ここ上海を訪れている。勿論、かれは来るべき「中国共産党第
一回大会」になるだろうことを知った上で、ここを訪れたわけではない｡１） 
 芥川の『上海遊記』には、こう記されている。 
 「村田君（『大阪毎日新聞』記者の村田孜郎）と共に李人傑（原名は李書詩、通常は、李漢俊
｛1892～1927｝という名で知られている。当時の中国における最も優れた社会主義理論家であ
り、中国共産党の結党時のメンバーの一人である。中共離党後の 1927 年軍閥によって逮捕・処
刑された)２）氏を訪う。李氏は年未二十八歳、信条よりすれば社会主義者、上海に於ける「若
き支那」を代表すべき一人なり。途上電車の窓より青々たる街路の樹、既に夏を迎えたるを見
る。天陰、既に日色あり。風吹けども塵を揚げず。」 
 これは李氏を訪ねた後、書き留めて置いた手控えである。今手帳をあけて見ると、走り書き
にした鉛筆の字が、消えかかったのも少なくない。文章は勿論蕪雑である。が、当時の心もち
は、或はその蕪雑な所に、反ってはっきり出ているかも知れない。 
 「僮あり、直に予等を引いて応接室に到る。長方形の卓一、洋風の椅子二三、卓上に盤あり。
陶製の果物を盛る。この梨、この葡萄、この林檎、――この拙き自然の模倣以外に、一も目を
慰むべき装飾なし。然れども室に塵埃を見ず。簡素の気に満てるは愉快なり。」 
 「数分後。李人傑氏来る。氏は小づくりの青年なり。稍々長き髪。細面。血色は余り宜しか
らず。才気ある眼。小さき手。態度頗る真摯なり。その真摯は同時にまた、鋭敏なる神経を想
察せしむ。刹那の印象は悪しからず。恰も細且強靭なる時計の弾機｛ゼンマイ｝に触れしが如
し。卓を隔てて予と相対す。氏は鼠色の大掛児｛タアクワル｝を着たり。」 
 李氏は東京の大学にいたから、日本語は流暢を極めている。殊に面倒な理屈なども、はっき
り相手に会得させる事は、私の日本語より上かも知れない。それから手控えには書いてないが、
我々の通った応接室は、二階の梯子が部屋の隅へ、じかに根を下した構造だった。その為に梯
子を下って来ると、まず御客には足が見える。李人傑氏の姿にしても、まっさきに見たのは支
那靴だった。私はまだ李氏以外に、如何なる天下の名士と雖も、足からさきへ相見した事はな
い。 
 「李氏は云う。現代の支那を如何すべきか？この問題を解決するものは、共和ニあらず、復
辟にあらず。這般の政治革命が、支那の改造に無力なるは、過去既に之を証し、現在亦之を証
す。然らば吾人の努力すべきは、社会革命の一途あるのみと。これは文化運動を宣伝する『若
き支那』の思想家がいずれも呼号する主張なり。李氏又云う。社会革命を齎さんとせば、プロ
パガンダに依らざるべからず。この故に吾人は著述するなり。且覚醒せる支那の士人は、新し
き知識に冷淡ならず。否、知識に飢えつつあり。然れどもこの餓を充すべき書籍雑誌に乏しき
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を如何。予は君に断言す。刻下の急務は著述にありと。或は李氏の言の如くならん。現代の支
那には民意なし。民意なくんば革命生ぜず。況んやその成功をや。李氏又云う。種子は手にあ
り。ただ万里の荒蕪、或は、力の及ばざらんを惧る。吾人の肉体、この労に堪うるや否や、憂
いなきを得ざる所以なりと。言い畢って眉を顰む。予は李氏に同情したり。李氏又云う。近時
注目すべきものは、支那銀行団の勢力なり。その背後の勢力を問わず、北京政府が支那銀行団
に、左右せられんとする傾向あるは、打消し難き事実なるべし。こは必しも悲しむべきにあら
ず。何となれば吾人の敵はー吾人の砲火を集中すべき的は、一銀行団に定まればなりと。予云
う。予は支那の芸術に失望したり。予が眼に入れる小説絵画、共に未だ談ずるに足らず。然れ
ども支那の現状を見れば、この土に芸術の興隆を期する、期するの寧ろ誤れりに似たり。君に問
う、プロパガンダの手段以外に、芸術を顧慮する余裕ありやと。李氏云う。無きに近しと｡｣３） 
以上、「小説家 芥川」と創成期「中国共産党」の理論家李氏との応答には、第一次世界大戦後
の日中交流の一つの断面を示していると同時に、民国政府が欧米金融資本（たとえば、香港上
海銀行やオリエンタル バンクなど）の進出を背景に、「支那銀行団」と密着し、そのなかの「特
定銀行」が激しい国民収奪を拡げている姿が益々明瞭になっていることを暗示しているものと
考えられようか？ 
 
３）日中関係史の展開 
 ①李鴻章（1823～1901）からみてみよう。 
周知の清末の政治家で、安徽省合肥の出身。進士に及第後、翰林院入った「太平天国革
命」が安徽に及ぶと、帰郷して防衛に当たった。のち、上海救援の為、曾国藩の推挙で江
蘇巡撫（＝長官）に任命され、1870 年には曾国藩のあとをうけて直隷総督（直隷省の長官、
通商事務ならびに北洋水師の指揮権をもつ）となり、以後 25 年、その地位にあった。この
時代は、「洋務運動」の展開と重なり、65 年の江南製造総局（天津機器局とともに、清国
の軍事力増強に貢献した）の設立に尽力。さらに 72 年には輸船招商局（中国最初で最大の
汽船会社）を上海に設立した。他方イギリスから「砲艦４隻」購入を決定、日本軍に対抗
すべく着々増強され、94 年には、戦艦２隻（定遠・鎮遠）、巡洋艦 7 隻（済遠・致遠・靖
遠・経遠・来遠・超勇・揚威）を主力として日清戦争を迎えた。彼の外交は、概して平和
主義で、外国との妥協も多く、反対派から軟弱外交として批判された。71（明治 4）年に
は、当時の日本の大蔵卿伊達宗城との間に「日清修好条規」に調印、超えて 82・84 年には
壬午・甲申両事変の際には、「宗主国」の立場から、日朝両国に威圧を与えると共に、「清
仏戦争」の戦局との関連もあって、いずれも日本との衝突を回避し、事変を収拾すること
にも力を尽くした。前述したように、「北洋海軍」の拡張・充実に尽力したもののい、「装
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備と規律」の点で日本海軍に劣ることも熟知していたので、開戦を極力回避したが、日清
戦争の結果は同海軍の全滅という悲運だった。にも拘らず 95 年 4月、彼は全権ｔぽして来
日山口県下関市の春帆楼で「日清講和条約」に調印し、同年 8 月「直隷総督」を免ぜられ
た｡４） 
 ②盛宣懐（1844～1916） 
清末より民国初年にかけての「官僚資本家」。江蘇省武進県の人。李鴻章の下で官界に累
進し、1884（光緒 10）年、清仏戦争の際、天津海関道となり枢機に参画、次いで芝罘海関
道を経て、92 年再び天津海関道となり、李鴻章の命により、上海織布局の復旧に当り、ま
た 72 年に創設した招商局（航運会社）や中国通商銀行を上海に設立する等主要企業を掌握
した。1900（光緒 26）年義和団事件の際には、上海の小田切万寿之助総領事代理と協議、
南清諸総督間の「秩序維持協定」を斡旋、同事件に関連して「日・英・米」との通商条約
改定等の全権となった。すでに 1896（光緒 22）年彼は大冶鉄山と漢陽製鉄所の「督辧」と
なっていたが、99（光緒 25）年 4 月、日本の八幡製鉄所長官との間に、「大冶鉄鉱石」15
年間継続購入の契約が調印され、1904（光緒 30）年 1 月、大冶鉱局と日本興業銀行との間
に 300 万円の「借款契約」が調印された。09（宣統 1）年、政敵袁世凱の失脚で彼に昇進
の途が開け、郵伝部尚書、郵電部大臣となったが、「鉄道国有」を廻って反対運動が起こり、
遂に「辛亥革命」となり、かれは失脚して日本へ亡命した。その前後、数回にわたり、巨額
の借款が横浜正金銀行より彼の支配した漢冶萍公司に供与された。16（民国 5）年上海で死
去した｡５） 
 ③袁世凱（1859～1916） 
河南省項城県に生まれ、1880（光緒 6）年山東省に赴き呉長慶の支配下に入ったが、「壬
午事変」が発生すると、清朝の命令で内乱鎮圧のため朝鮮に赴き、大院君を捕らえ、内乱
を鎮めた。鎮定後も京城にとどまり、新式軍隊を創設・養成し、着々と朝鮮国内に勢力を
扶植させた。甲申事変が勃発すると、彼は直ちにこれを鎮圧して李鴻章の信任を得た。そ
の後も引続き「親清勢力」を朝鮮国内に拡大、朝鮮を属国化し、日本を」刺激して日清戦
争の原因を作ったという。94 年「東学党の乱に際しては、李鴻章に出兵を促したが、自分
自身は危険を悟ってソウルを脱出した、日清戦争に敗れたあとは、天津で「新式陸軍」を
編成して、のちの「北洋軍」の発展の>基礎をつくったのである。1900 年におきた「義和
団事件」では「扶清滅洋」のスローガンの下、外国人に対して暴行を働き、清朝もまたこ
れを援助して列国に「宣戦」したのに対し、袁世凱は列強と「東南保護協定」を結び、義
和団を鎮圧して外国人の信用を得、同時に自己の勢力を温存したのである。戊戍の政変で
信任を得た西太后が 08 年没すると袁は失脚し、河南に隠退を余儀なくされたが、11 年に
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［辛亥革命が勃発すると、「革命派」と取引きし、日・英・米などの列強を操作して清帝を
退位に追込み、「大総統」の地位を得た。15 年に日本が「21 ケ条」の要求を出すとこれを
受入れると同時に、反日の風潮を自らの帝政運動に利用しようとした。しかしこれに対す
る反対の声は各地に拡がり、また諸列強も帝政取消しを勧告し、袁世凱は悶々のうちに死
去したのである｡６） 
 ④張学良（1903～2004） 
民国期の、中国東北部の地方軍事指導者で国民党政治家。原籍は遼寧省海城、張作霖の
長男で字は漢卿。1919 年に東三省陸軍講武学堂卒業。以後父の奉天軍の将校・指揮官とな
り、同 24 年には、奉天軍の精鋭第 3・4 方面軍を指揮し、26 年末から 27 年 6 月に河南で
北伐軍と激戦。28 年 6月、父張作霖が日本軍に爆死させられた後、変装して奉天（現、瀋
陽）に戻り事態を収拾した。日本軍の勧告を拒み、同年 12 月 29 日、青天白日旗を掲げ、
国民政府服従を通電して全国統一を完成させた（東三省易幟）。翌 29 年 1月、東北辺防軍
総司令として東北の軍・政の実権を掌握し、30 年には関内の内戦に蒋介石側を支持して介
入、河北や綏遠などにも勢力を伸ばし、蒋介石につぐ陸海空軍副司令の地位を得、北平（北
京）に居を移した。張学良は学識もあり、新思潮の影響もうけ、愛国・愛郷をもって自任
し、東北地方の民族主義的発展に適応、これを促進する諸政策をとった。 
だが、いわゆる「満州事変」勃発に対しては抵抗せず、故郷東三省を失い、さらに熱河
をも失って下野、外遊した。翌 34 年 1月帰国後は、再び蒋介石に従って、東北軍を率い共
産軍討伐に従事したが、たびたび敗れて流亡する東北軍の部下の中より「内戦停止・一致
抗日」の声が高く、つい 36 年 12 月 12 日、（西安・華清池で）蒋介石を監禁して有名な「西
安事件」を発動した。この行動は、内戦を停止し、抗日体制の確立に貢献したため、中国
では「愛国将軍」として高く評価されている。だが、張学良自身は事件後、南京で軍事裁
判にかけられ、以後 50 余年にわたって浙江・貴州などに、ついで台湾で監禁下におかれた。
1990 年頃「自由」を回復し、以後ハワイに移住していた｡7） 
 
 以上、中国の「政治的中枢」が北京であるとすれば、最大の「経済的中心」が上海であるこ
とは、誰しも認めるところであろう。その上海で少なくとも私がふれた人物たちによって、大
なり小なり、「アヘン戦争」以後の近代日中関係の歴史の一齣が綴られていったことを注目して
おいてもよいであろう。 
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注） 
１）石川禎浩『中国共産党成立史』（岩波書店、2001 年）2頁以下。同 3 頁上段の写真をも参照。 
２）同上、2 頁参照。 
３）芥川龍之介『上海遊記』（講談社文芸文庫判）、58 頁以下。 
４）外務省史料館他編『日本外交史辞典』1044 頁。 
５）同上、453～454 頁。なお、鈴木智夫『洋務運動の研究』（汲古書院、1992 年刊）第二章以下も参照。 
６）同上『日本外交史辞典』93～94 頁。なお横山宏章『孫文と袁世凱』（岩波書店、1996 年刊）も参照。 
７）同上、593 頁、および天児 慧他編『岩波現代中国辞典』（岩波書店、）1999 年刊）860 頁参照。なお、
西村成雄『張学良』（岩波書店、1996 年刊）も是非参照。 
